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【
千
葉
県
鴨
川
市
・
み
ん
な
み
の
里
】

「
み
ん
な
み
の
里
」
と
は
、
房
総
半

島
南
東
部
、
太
平
洋
側
に
位
置
す
る
人

口
三
万
七
千
二
百
二
十
五
人
の
鴨
川
市

に
あ
り
、
正
式
名
称
を
都
市
と
農
村
の

交
流
施
設
・
鴨
川
市
総
合
交
流
タ
ー
ミ

ナ
ル
と
い
い
、
わ
が
町
の
「
あ
る
じ
ゃ
」

と
同
じ
よ
う
に
、
公
募
に
よ
る
愛
称
で

あ
り
ま
す
。

業
務
内
容
は
「
あ
る
じ
ゃ
」
と
同
じ

よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
道
の
駅
の
情
報

等
施
設
と
地
場
産
品
の
直
売
所
を
兼
ね

た
施
設
で
す
が
、
房
総
半
島
の
リ
ゾ
ー

ト
性
の
立
地
を
活
か
し
た
観
光
体
験
型

の
ハ
ウ
ス
が
隣
接
し
、
イ
チ
ゴ
や
ト
マ

ト
を
栽
培
し
、
主
に
首
都
圏
の
お
客
様

方
に
体
験
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い

う
。
年
間
の
来
場
者
は
一
万
人
に
も
な

る
と
い
う
。
ち
な
み
に
物
産
販
売
の
組

合
員
数
は
、
開
設
当
初
二
百
三
十
一
人

か
ら
現
在
で
は
三
百
八
十
人
に
も
の
ぼ

る
と
い
う
。
敷
地
は
小
さ
く
、
一
般
車

両
六
十
台
と
大
型
バ
ス
七
台
の
駐
車
場

で
す
が
、
売
上
高
は
、
交
流
施
設
で
一

億
八
千
万
円
で
施
設
全
体
の
来
場
者
数

は
二
十
万
人
を
数
え
る
と
い
う
。
農
産

な
い
よ
う
に
、
自
分
た
ち
の
生
産
し
た

物
は
自
分
た
ち
で
売
り
切
る
事
が
大
事

な
の
だ
と
い
う
。

実
際
に
、
体
験
ハ
ウ
ス
を
展
開
し
て

い
る
会
長
さ
ん
の
説
明
で
は
、
千
五
百

坪
の
ハ
ウ
ス
に
「
イ
チ
ゴ
と
ト
マ
ト
」

を
栽
培
し
、
イ
チ
ゴ
狩
り
な
ど
に
よ
り

年
間
一
万
人
を
呼
ん
で
い
る
と
い
う
。

そ
の
組
合
員
は
酪
農
家
二
人
、
水
稲
が

二
人
と
野
菜
農
家
が
二
人
の
計
六
人
で

運
営
し
て
お
り
、
酪
農
か
ら
出
た
排
出

物
を
肥
料
と
し
て
活
用
し
た
り
と
異
業

種
の
集
合
体
に
よ
り
新
し
い
形
態
の
農

業
を
実
現
し
て
い
る
。

会
長
い
わ
く
「
作
る
た
め
だ
け
の
農

業
に
は
限
界
が
あ
り
、
売
れ
る
物
を
作

る
農
業
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」。

ま
た
、
こ
の
研
修
に
は
清
水
氏
と
会

長
、鴨
川
市
農
林
水
産
課
の
渡
辺
課
長
、

県
か
ら
は
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
普
及
指

導
員
の
宇
賀
神
さ
ん
ほ
か
一
人
出
席
さ

れ
、
市
お
よ
び
県
、
施
設
と
農
家
と
の

連
携
が
非
常
に
良
く
と
れ
て
い
る
事
が

感
じ
ら
れ
る
研
修
で
し
た
。
何
よ
り
も

地
域
が
ま
と
ま
り
、
農
家
が
自
分
た
ち

の
所
得
向
上
の
た
め
に
意
識
を
改
革
す

る
事
が
大
事
で
あ
り
、
そ
こ
に
県
や
市

が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
体
制
づ
く
り
こ

そ
、
必
要
な
の
だ
と
改
め
て
認
識
さ
せ

ら
れ
た
研
修
で
し
た
。
最
後
に
清
水
氏

の
言
葉
の
中
で
印
象
に
残
っ
た
一
言
が

「
化
学
合
成
の
肥
料
や
農
薬
は
、
十
年

で
一
メ
ー
ト
ル
地
下
浸
透
し
て
い
く
」

と
の
言
葉
で
し
た
。

物
販
売
高
は
二
億
二
千
万
円
を
超
え
る

そ
う
で
、「
長
狭
米
」
と
い
う
ブ
ラ
ン

ド
米
を
生
産
販
売
し
て
お
り
、
そ
の
価

格
は
五
㎏
で
二
千
八
百
円
で
、
わ
れ
わ

れ
の
「
つ
が
る
ロ
マ
ン
」
と
の
価
格
差

に
は
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
こ
に
は
千
葉
県
が
進
め
る
「
ち
ば
エ

コ
農
産
物
」
の
推
進
と
、
こ
の
施
設
の

ト
ッ
プ
の
考
え
方
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
、
そ
し
て
生
産
農
家
の
「
所
得
向
上

の
た
め
の
生
産
」
と
い
う
考
え
方
に
沿

っ
た
安
全
安
心
の
食
を
追
求
す
る
姿
勢

と
団
結
力
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

ち
ば
エ
コ
農
産
物
と
は
、
千
葉
県
が

推
進
す
る
事
業
で
平
成
十
四
年
か
ら
展

開
し
て
お
り
、
化
学
合
成
農
薬
を
二
分

の
一
以
下
に
低
減
、栽
培
情
報
の
公
開
、

使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
適
正

処
理
、
生
産
管
理
体
制
整
備
な
ど
を
統

一
さ
せ
、
合
格
し
た
地
域
を
産
地
指
定

す
る
な
ど
の
認
証
制
度
を
普
及
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
認
証
さ
れ
た
産
物
に

は
認
証
マ
ー
ク
の
貼
付
が
許
さ
れ
、
そ

の
条
件
と
し
て
、収
穫
前
の
審
査
で
は
、

県
の
担
当
職
員
が
実
際
田
畑
に
行
っ
て

厳
し
い
目
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
う
。

道
の
駅
鴨
川
の
清
水
宏
事
務
局
長
い

わ
く
「
農
産
物
は
結
果
」
で
あ
り
店
頭

に
並
ぶ
過
程
が
大
事
「
安
全
安
心
」
な

農
業
を
展
開
す
る
意
味
は
「
お
客
様
に

支
持
さ
れ
る
事
」
で
あ
る
。
地
域
全
体

が
同
じ
考
え
方
に
な
れ
ば
、
お
の
ず
と

結
果
に
結
び
つ
く
。
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
る

国
の
農
業
政
策
に
振
り
回
さ
れ
る
事
の

鶴
田
町
農
業
委
員
会
委
員
視
察
研
修
報
告

視
察
先
…
み
ん
な
み
の
里
（
千
葉
県
鴨
川
市
）

大
田
市
場
（
東
京
都
）
・
国
会
議
事
堂

日
　
程
…
平
成
十
八
年
十
一
月
三
十
日
〜
十
二
月
一
日

参
加
者
…
下
山
昭
郎
・
山
形
正
直
・
神
　
保
弘
・
相
馬
一
二

寺
山
清
蔵
・
棟
方
顕
悦
・
鈴
木
良
子
・
三
浦
岩
男

石
村
孝
憲
・
長
内
弘
美
・
澁
谷
　
篤
・
吉
川
昌
彦

田
村
勝
則
・
坂
本
榮
一
・
澁
谷
光
正
・
加
賀
谷
忠
栄

△都市と農村の交流施設・鴨川市総合交流ターミナル
「みんなみの里」。ブランド米「長狭米」をはじめ、安
全安心な農産物を販売。販売高は２億円にも上る。
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県
外
流
通
は
三
十
万
ト
ン
に
す
ぎ
な

い
。
後
の
十
六
万
ト
ン
は
ど
う
し
て
い

る
の
か
？

市
場
販
売
者
の
目
か
ら
見
た
生
産
へ

の
疑
問
と
生
産
へ
の
提
案
、
そ
し
て
ア

ド
バ
イ
ス
は
非
常
に
有
意
義
な
言
葉
に

思
え
る
の
だ
が
、
実
際
現
場
で
生
産
し

て
い
る
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ま
方
に
は
、

今
ま
で
の
仕
事
が
否
定
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
思
い
と
、
新
し
い
生
産
体
系
に
対

す
る
未
知
な
る
不
安
に
よ
り
、
な
か
な

か
納
得
が
出
来
な
い
の
も
事
実
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
ま
さ
に
青

森
県
全
体
の
リ
ン
ゴ
生
産
の
根
本
か
ら

見
直
す
と
同
時
に
Ｊ
Ａ
鶴
翔
に
と
っ
て

も
農
家
所
得
向
上
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
見

つ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

「
日
本
一
青
森
リ
ン
ゴ
」
と
言
う
過
去

の
固
定
概
念
か
ら
脱
却
し
、
市
場
評
価

日
本
一
を
目
指
し
て
、
生
産
農
家
の
意

識
改
革
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

リ
ン
ゴ
王
国
青
森
県
の
リ
ン
ゴ
に

「
こ
く
が
無
い
」
と
の
言
葉
に
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
る
と
と
も
に
、
明
治
以
降
、

同
じ
リ
ン
ゴ
作
り
を
し
て
き
た
青
森
県

の
リ
ン
ゴ
生
産
の
危
機
で
あ
り
、
今
か

ら
で
も
遅
く
な
い
、
発
想
の
一
大
転
換

を
す
る
べ
き
時
と
感
じ
た
次
第
で
す
。

以
上
視
察
地
の
中
で
、
直
接
的
に
感
じ

ら
れ
る
二
施
設
に
つ
い
て
報
告
と
い
た

し
ま
す
。

る
と
い
う
。
小
売
業
業
者
は
毎
年
四
十

〜
百
五
十
の
退
会
者
が
あ
り
、
延
べ
に

す
れ
ば
千
単
位
の
廃
業
者
を
数
え
な
が

ら
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
。

今
回
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
あ
お
も
り
・
東

京
青
果
販
売
事
務
所
館
山
広
実
所
長
に

説
明
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
リ
ン
ゴ
の

市
場
状
況
を
視
察
す
る
と
と
も
に
、
市

場
で
評
価
を
高
め
る
た
め
の
生
産
方
法

や
出
荷
方
法
な
ど
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ

ー
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

館
山
所
長
い
わ
く
「
正
月
ま
で
の
リ

ン
ゴ
市
場
で
は
、
青
森
リ
ン
ゴ
は
長
野

の
リ
ン
ゴ
に
か
な
わ
な
い
」
と
言
い
切

り
、
メ
ン
バ
ー
一
同
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

【
大
田
市
場
】

東
京
都
中
央
卸
売
市
場
九
か
所
の
中

で
約
四
十
町
歩
の
敷
地
に
入
荷
量
総
額

二
千
八
百
億
円
と
も
い
わ
れ
る
最
大
規

模
（
東
洋
一
と
も
い
わ
れ
る
）
大
田
市

場
は
東
京
都
の
台
所
の
全
体
35
％
を
取

り
扱
っ
て
い
る
。
平
成
元
年
に
神
田
よ

り
移
転
し
て
現
在
に
至
る
当
市
場
は
、

仲
買
や
買
参
人
の
形
態
や
数
も
時
代
の

流
れ
と
共
に
変
ぼ
う
し
、
大
手
流
通
業

者
（
イ
オ
ン
や
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
な

ど
）
中
小
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
へ
の
供
給

が
85
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

今
、
卸
売
り
や
仲
買
、
個
人
単
位
の
八

百
屋
形
態
の
会
員
が
激
減
し
て
き
て
い

た
様
子
で
、
実
際
に
長
野
の
リ
ン
ゴ
と

青
森
リ
ン
ゴ
と
の
試
食
を
さ
せ
な
が
ら

相
違
点
や
具
体
的
対
応
ま
で
も
、
実
例

を
挙
げ
て
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
長
野
県
で
は
三
十
六
玉
の
出

荷
が
主
流
で
そ
の
比
率
は
70
％
に
達
す

る
の
に
対
し
青
森
県
の
主
流
は
い
ま
だ

に
四
十
玉
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
結
果
が

食
味
に
表
れ
、
青
森
で
は
三
番
手
ク
ラ

ス
の
リ
ン
ゴ
が
長
野
で
は
一
番
手
ク
ラ

ス
に
な
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
市
場
価

格
が
逆
転
す
る
こ
と
や
、
年
中
セ
リ
が

開
催
さ
れ
て
い
る
ブ
ー
ス
で
、
長
野
県

あ
ず
み
野
産
や
岩
手
県
江
差
産
に
は
、

セ
リ
が
殺
到
す
る
が
終
わ
れ
ば
セ
リ
場

が
閑
散
と
な
る
状
況
な
ど
か
ら
、
わ
が

県
よ
り
他
県
の
方
が
ブ
ラ
ン
ド
化
で
勝

っ
て
い
る
。

「
葉
取
ら
ず
」
や
「
顔
が
見
え
る
」

「
セ
ン
サ
ー
活
用
」
な
ど
に
つ
い
て
は
、

セ
リ
人
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
こ
と

で
「
こ
だ
わ
り
と
流
通
価
格
は
別
も
の

な
の
だ
」
と
断
言
。
特
に
「
葉
取
ら
ず
」

な
ど
の
「
こ
だ
わ
り
」
に
つ
い
て
は
、

市
場
入
荷
量
と
期
間
が
ポ
イ
ン
ト
で
、

少
量
で
は
市
場
価
値
は
生
ま
れ
な
い
。

そ
れ
よ
り
は
、新
梢
の
摘
蕾
を
徹
底
し
、

花
摘
み
の
段
階
ま
で
に
四
頂
芽
に
一
果

を
目
指
す
こ
と
に
よ
り
、
三
十
六
玉
の

パ
ー
セ
ン
ト
を
高
め
る
こ
と
こ
そ
が
、

食
味
の
評
価
を
高
め
市
場
価
値
も
高
ま

り
、
農
家
の
実
入
り
も
向
上
す
る
。
ま

ず
は
、
一
本
の
木
か
ら
で
も
初
め
て
み

て
は
と
の
こ
と
で
し
た
。
今
一
つ
、
青

森
県
の
リ
ン
ゴ
生
産
の
不
思
議
な
点

は
、
四
十
六
万
ト
ン
の
生
産
高
の
内
、

△大田市場では館山所長さんから、青森リンゴの市場価格や評価
を高めるための具体的なアドバイスを数多く頂きました。
市場に入荷された鶴田産のスチューベンを見つけ、農業委員の顔
にも笑みがこぼれました。


